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沖
縄
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ミ
ス
沖
縄
の
勝
連
さ
ん
（左
）
ら

＝
島
田
市
役
所

平成22年 (2010年)6月 4日 (金曜日)

市
議
定
数
の
削
減
提
言

融
津
斬
長
額
病
院
経
営

改
善
も

焼
津
市
行
財
政
改
革
推
進

審
議
会

（会
長

・
坂
本
光
司

法
政
大
大
学
院
教
授
）
は
３

日
、
市
議
会
議
員
の
定
数
削

減
、
同
市
立
総
合
病
院
の
経

営
改
善
な
ど
を
求
め
る
意
見

書
を
清
水
泰
市
長
に
提
出
し

た
。市
議
会
議
員
の
定
数
に
つ

い
て
は
、
同
審
一奏
云
は
昨
年

・２
月
に

「
１９
人
が
妥
当
」
と

提
一言
。金
回
の
意
見
書
で
は
、

焼
津
市
と
人
口
が
近
い
都
市

と
の
比
較
か
ら
、

「
”
人
未

満
で
も
決
し
て
不
可
能
で
は

な
い
」
と
し
て
、
引
き
続
き

定
数
削
減
へ
の
努
力
を
求
め

て
い
る
。

同
市
の
条
例
で
の
議
員
定

数
は
２．
。
２
０
０
８
年
１１
月

以
来
、
旧
大
井
川
町
と
の
合

併
に
伴
う
な
任
特
例
適
用

で
”
人
と

な

っ
て
い
る
が
、

実
際
は

３
人
が
辞
職
し
て

い
る
た
め
、
現
在
の
議
員
数

は
あ
人
。
市
議
会
改
革
検
討

委
員
会

の
提
案
に
よ
り
、

来
年
２
月
の

次
回
市
議
選

の
定
数
は
２．
と
な
る
見
通

し
。

亜

立
総
〈
口病
院
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
病
院
全
職
員
に

「危
機
意
識
の
共
有
と
実
行
」

を

求
め
る
と
と
も
に
、
経

営
の
自
主
性
を
高
め
る
手

段
と
し
て
、
地
方
公
営
企
業

法

の

「全
部
適
用
」
を

提

言
し
た
。

全
部
適
用
は
全
国
各
地
の

自
治
体
病
院
で
移
行
例
が
あ

る
。
人
事
や
給
与
な
ど
の
権

利
が
コ
厚
い
の
長
か
ら
病
院

事
業
管
理
者
に
移
る
た
め
、

機
動
力
の
あ
る
運
営
が
で
き

る
と
さ
れ
る
。

４
日
に
開
か
れ
る
静
岡
空

港
開
港
■
周
年
の
記
念
事
業

を
前
に
、
就
航
先
の
沖
縄
県

か
ら

「ミ
ス
沖
縄
コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
」
の
大
学
生
勝
連
優

さ
ん
（２．
）
ら
が
３
日
、
島
田

市
役
所
に
桜
井
勝
郎
市
長
を

訪
ね
、
沖
縄
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。
勝
達
さ
ん
と
沖
縄
観
光

コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー

の
中
山
睦
美
さ
ん
が
訪
れ

た
。
ブ
ル
ー
の
シ
ャ
ツ
に
伝

統
の
染
色
技
法
の
紅
型

（び

ん
が
た
）
の
ベ
ス
ト
と
帽
子

を
ま
と
っ
た
勝
連
さ
ん
は
、

一
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
る
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
沖
縄
の
海

を

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
」

、
　
　
Ｌ

　

偉

と
笑
顔
を

見
せ
、
桜
井
市

長
は
茶
や

バ
ラ
な
ど
市

の

特
産
品
を

紹
介

し
、

「
ぜ

ひ

１０
月
の
島
田
大
祭
に
も

リ
ア
て
併
催
，
そ
つ
航
ス
物

産
展
の
特
設
ブ
ー
ス
で
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を

行
う
予
定
。

「藤製メ寝U`

″飲
み
や
す
さ
れ
を
追
求

套
曇
今
季
販
売
へ
試
飲
会

藤
枝
市
と
茶
の
生
産
者
、

茶
商
で
つ
く
る
市
茶
振
興
協

一蓄
云
が
、
地
元
産
茶

「藤
枝

か
お
り
」
の
ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

入
り
消
涼
飲
料
の
今
季
の
販

売
準
備
を
進
め
て
い
る
。
例

年
よ
り
発
売
を
早
め
る
た
め

に
、
今
季
は
初
め
て
前
年
度

の
二
茶
と
滉
ぜ
合
わ
せ
て
製

造
。
３
日
に
は
市
役
所
で
試

飲
会
を
開
き
、
夏
場
の
飲
み

物
と
し
て
飲
み
や
す
さ
を
追

求
し
た
。

試
飲
会
で
は
、
渋
味
を
出

す
タ
ン
ニ
ン
値
を
段
階
的
に

変
え
た
３
種
類
の
サ
ン
プ
ル

を
用
意
し
た
。
女
性
職
員
ら

約
”
人
が
飲
み
比
べ
、
甘
み

や
青
み
、
飲
み
や
す
さ
な
ど

を
回
答
用
紙
に
チ

ェ
ッ
ク
し

た
。藤
枝
か
お
り
は
、
や
ぶ
き

た
と
紅
茶
の
品
種
を
六
杢
配
し

た

「藤
か
お
り
」
を
原
料
に

作

っ
た
緑
茶
。
生
葉
を
天
日

干
し
す
る

「委
凋

（い
ち
ょ

う
）
作
業
」
で
、
ジ
ャ
ス
ミ

ン
茶
の
よ
う
な
さ
わ
や
か
な

香
り
を
引
き
出
し
て
い
る
の

が
特
長
だ
。

す

っ
き
り
し
た
味
わ
い
か

ら
冷
茶
と
し
て
も
人
気
は
上

々
。
リ
ー
フ
茶
に
加
え
、
毎

年
７
月
に
は
ペ

ッ
ト
ポ
ト
ル

飲
料
と
し
て
も
販
路
を
広
げ

て
い
て
、
茶
商
側
か
ら
は
発

売
時
期
を
前
倒
し
す
る
よ
う

求
め
る
声
が
出
て
い
た
。

今
季
の
販
売
開
始
は
６
月

下
旬
の
予
定
。

飲
み
や
す
さ
は
「
Ｏ
」
―
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
販
売
に
向
け
「藤

技
か
お
り
」を
試
飲
す
る
職
員
＝
藤
枝
市
役
所
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葬
編
被
害
者
や
医
師
で
構
成

長
妻
昭
厚
生
労
働
相
は
■
日
、
薬
害
防
止
の
た
め
医
薬
品
行
政
を
監
視
す
る
第
二
者
組
織
に
つ
い
て
、
来
年
４
月

に
も
設
置
で
き
る
よ
う
、
来
年
１
月
か
ら
の
次
期
通
覚
国
会
に
法
案
を
提
出
す
一う
意
向
を
示
し
た
。
薬
害
肝
炎
全
国

に
も
談
置
で
き
る
よ
う
、
来
年
１
月
か
ら
の
次
期
通
覚
国
会
に
法
案
を
に

原
告

・
弁
護
団
と
の
定
期
協
議
で
表
明
し
た
。

な
了

隆
一れは穂葬
鍵

一』心

安
全
性
に
疑
い
が
あ
れ
ば
、

一
つ
い
て
、長
妻
厚
労
相
は
一

行
政
機
関
に
対
す
る
調
査
や

一
ず
は
現
実

に
即
し

て
い

言
し
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
一
た
。

資
料
提
出
を
求
め
る
権
限
を

一
か
、
実
態
把
屋
が
重
要
だ

持

つ
。
有
識
者
検
討
会
が
３

一
と
述
べ
、
年
内
に
調
査

月
、
独
立
組
織
の
設
置
を
提
一を
公
表
す
る
と
明
ら
か
に

ま
た
、
新
た
に
で
き
た
肝

が
ん
や
肝
硬
変
患
者
の
身
体

障
害
者
認
定
で
、
基
準
が
厳

医
療
費
助
成
に
つ
い

唐
変
〓

弁
護
団
は
月
額
１

円
と
な

っ
て
い
る

低
所

長
、
熊
紀
三
大

・

町
商
店
街
専
務
理
事

（

川
）
、
溜
尾
波
子

・
日

教
授
の
メ
ン
バ
１
３
人
に

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

坂本竜馬が土佐藩の重職 後

藤象二良同こあて、数十年間原本

が行方不明になって いる手紙の

複製 =写 真■が見つか り、高知

竜馬の手紙の複製発見

フ8年前の「原爆 ドームJ

満州事変翌年の 1932年 広島

県立商品陳列所 と呼ばれていた

原爆 ドームの当時の全景写真―

灘  _機 鹸

県立坂本竜馬.・L念 館が 18日、発

表 した。同館 は 「原本がない中

で、精巧な レブ リカが残 ってい

るのは大変貴重Jと話 している。
この手紙をめぐっては 下書

きが残 ってぃた ことが最近分か

つている。手紙は大政奉選前 日

の慶応 3(1867)年 10月 13日付.

大政奉還建 白書の採否を決める

コ 有の会議に出席する象二郎に

対 し、竜馬が決死の営 店を伝え

馘励 した。

藤
校
の
業
者
書
類
送
致

の
疑
い
で
藤
枝
市
岡
部
町

の
屋
根
工
事
業

一中
山

静
岡
労
働
基
準
監
督
署
は

（
労
働
安
全
衛
生
法
違

に
書
類
送
致
し
た
。

送
致
容
疑
は
３
月
帥
日
、

岡
市
駿
河
区
の
工
場
の
屋

と
、
同
社
の
現

の
男
（３６
）を
静
同

工
事
現
場
で
、
作
業

の
に
、
一転
落
防
止
の
網
を
措
置

い
で
、
工
事
を
行

同
労
基
署
に
よ
る
と
同
日

‐５
分
ご
ろ
、
男
性

作
業
員
＝
当
時
（２８
）＝
が
屋

根
の
ス
レ
ー
ト
を
踏
み
抜
い

て
約
“

・
５
″
下
の
地
面
に

転
落
し
、
頭
な
ど
を
強
く
打

っ
て
死
亡
し
た
。

一̈一軸一一幸一赫繰一』

“
日
（
中
請
を
却
下
し
た
様

浜
地
裁
川
崎
支
部
の
決
定
に

対
す
る
野
副
氏
側
の
抗
告
を

棄
却
し
た
。

一　
野
副
氏
側
は
最
高
裁

へ
の

富
士
通
の
社
長
辞
任
の
取

一
抗
告
は
し
な
い
方
針
。

（辞

り
消
し
を
求
め
て
い
る
野
副

一
任
の
経
緯
を
検
証
す
る
）
外

東 富

薔蓮

量章
去p告

片
足
カ
エ
ル
４６
匹

北
九
州
、原
因
調
査

へ

北
九
州
市
は
Ｂ
日
、
同
市

八
幡
東
区
を
流
れ
一●
板
種
川

の
約
■
０
０
研
の
範
囲
で
、

体
長
２
～
３
す
の
ツ
チ
ガ
エ

ル
９７
匹
を
捕
獲
し
た
と
こ

「足が無 いカエル

ー
18曰

通
に
「

一
と
，

「当
一

当
で
ま

〓な
っ
一

川
市
の
椒

堤
防
付
一

て
い
る
」

市
に
通
「

ろ
、
４６
ｍｉ

た
と
発
三

べ
た
か
、

学
物
質
（

ら
れ
る
ベ

れ
た
可
¨

う
。市
は
平

と

泥
を

・

７
月

に
一

地
域
再
生
ネ
ッ
ト
ー
周
年
シ
ン
ポ

地
方
の
力

強
化
探
る

全
国
の
地
方
新
間
社
と
共

同
通
信
社
が
識
者
ら
と
つ
く

っ
た

「地
域
再
生
列
島
ネ
ッ

ト
」
の
発
足
１
周
年
を
記
念

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が

■

日
、
都
内
の
共
同
通
信
本
社

で
開
か
れ
た
。
地
域
お
こ
し

な
ど
で
活
躍
す
る
列
島
ネ
ッ

ト
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
原

渡
辺
会
長
は
、
地
元
の
や

き
そ
ば
を

「
Ｂ
級
グ
ル
メ
」

と
し
て
売
り
出
し
、
知
名
度

を
上
げ
た
実
績
を
踏
ま
え

「
『
面
白
い
」

『楽
し
い
」

『
怪
し
い
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
宣
伝
す
る
の
が
効
果
的
」

と
強
調
。
伊
豆
常
務
理
事
は

「ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
や
映

て
い
る
一
一，
調
明
し
た
。

原
口
総
務
相
と
、
河
内

哲
朗

・
前
山
口
県
柳
井

管
理
者
に
経
営
権
限
移
譲

％
制
焼
津
市
ニユ病
院
４
月
か
ら
「全
部
適
用
」

焼
津
市
の
清
水
泰
市
長
は

一
経
営
改
善
策
と
し
て
ヽ
同
病

“〆
報
紳
経
饉
一勁
嘩
鰈
策卦
鵠
行
す
る
こ
と
が
、
病

に
切
り
替
え
る
方
針
を

か
に
し
た
。
病
院
事
業

者
に
は
元
浜
松
医
科
大

段
と
判
断
し
た
」
と
述
べ
た
。

全
部
適
用
は
全
国
各
地
の

自
治
体
病
院
で
移
行
例
が
あ

つ
い
て
は
「全
国
で
の
導
，

事
例
が
少
な
く
、
効
果
を
「

事
や
予
算
な
ど
の
権
恨

、
設
置
者
で
あ
る
自
治
体

大
内
科
教
授
。
今
年
３
月
一

さ
れ
、
機
動
力
の
あ

同
医
大
を
違
官
し
た
。
元

木
腎
臓
学
会
理
事
長
。
鈍
年
一か
か
ゎ
り
が
あ
り
、
信
頼
で
一　
同
市
で
は
、
市
行
財
」

か
ら
約
１５
年
間
、
焼
津
市
立
・き
る
人
物
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
一革
推
進
審
議
会
が
今
月

¨
一
¨
一

「
水 に
中
時
中
義
¨
¨
一
〕
峰
一
一
』
¨
い
一
け
却
』
一一
¨
『
¨
一
“
詢
楽
調
［


